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　キャッシュレスとは、「物理的な現金（紙幣・硬貨）を
使用しなくても活動できる状態」をいいます。（経済産
業省「キャッシュレス・ビジョン」より）
　キャッシュレス化は、消費者にとって、お買い物時の
利便性向上や消費管理が容易になるなどのメリットが
あります。
　そして、店舗にとっても、現金の取扱いによる手間や
リスクの軽減、売上機会の増加が期待できます。キャッ
シュレス決済を導入することで、顧客の購買情報を分
析・利活用し、集客や売上アップにつながる取組を進め
ることも可能になります。
　また、コロナ禍における「新しい生活様式」として、現
金及び顧客と従業員の接触機会を減らすという観点か
ら、キャッシュレス決済の利用が推奨されており、これま

で以上にキャッシュレス化の必要性が高まっています。
　一方で、キャッシュレス端末の導入費用や決済手数
料が高い、入金に時間がかかる等の理由から、キャッ
シュレス化のメリットを十分に感じられず、導入に踏み
切れないという店舗も存在します。
　こうした中、東京都では、商店街をあげてキャッシュ
レス化を図る際に、導入準備から機器の購入、導入後
のサポートまでを支援する「商店街キャッシュレス導入
モデル事業」を実施し、2つの商店街がキャッシュレス
化に取り組みました。
　キャッシュレス導入を検討されている商店街の皆さ
んに、導入に向けた課題解決や取組方法のヒントとし
て本事例集をご活用いただき、商店街のキャッシュレス
化推進の一助になれば幸いです。

事例01　中野ブロードウェイ商店街振興組合　P4 事例02　蒲田西口商店街振興組合　P6

　日本におけるキャッシュレス決済は普及傾向にあります。民間最終消費支出に占めるキャッシュ
レス決済の比率はここ９年で約14ポイント上昇し、2019年には26.8%となりました。
　令和2年12月実施の調査によると、キャッシュレス決済を「よく利用している」・「ときどき
利用している」と回答した消費者が９割にのぼります。新型コロナウイルス感染症拡大を受け、
消費者によるキャッシュレス決済の利用は増加しており、このような顧客のニーズへの対応が
求められています。

キャッシュレスの今

商店街キャッシュレス導入モデル事業 取組事例集

キャッシュレス決済、はじめませんか？
東京都では、2025年にキャッシュレス決済比率を
50%に向上させることを目標にしています。
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「商店街キャッシュレス導入モデル事業」に取り組んだ2つの商店街をご紹介します。
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出典　経済産業省　第２回キャッシュレス決済の中小店舗への更なる普及促進に向けた
　　　環境整備検討会資料

出典　消費者庁「キャッシュレス決済に関する意識調査結果」
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問　あなたはキャッシュレス決済をどの程度利用していますか。
　　当てはまるものを一つ選んでください。

令和2年12月
（N＝1,849人）

令和元年12月
（N＝1,795人）

58.9％

54.2％ 30.5％

31.2％ 6.1
％

8.9
％

3.8
％

6.2
％

0.1
％

0.2
％



店舗・商店街の声キャッシュレス導入の経緯 

　「サブカルの聖地」中野ブロードウェイ
の来街者には若者や世界中からやってく
る訪日外国人が多い。特に韓国、中国の
キャッシュレス普及率は日本をはるかに
超えており、キャッシュレスに対応しなけ
れば、「近い将来商売が成り立たなくな
ると感じた」と中野ブロードウェイ商店街
振興組合の金子事務局長は語る。 
　また、新型コロナウイルス感染症対策
としても、非接触型決済の導入は喫緊の
課題であった。 
　そんな状況の中、「商店街キャッシュレ
ス導入モデル事業」を知り、商店街の
キャッシュレス化を決意したという。 　

モデル事業の活用で
課題をクリア  

　キャッシュレス未導入の店舗には経営
規模の小さい個人商店が多い。商店主
が高齢であることも多く、機器の操作に
不慣れなこと、導入にかかる費用面や決
済手数料などに不安があることなどか
ら、現状を変えたくないと考える店舗が
多かった。 
　そこで、これらの不安を解消するため
にモデル事業を活用した。まず、専門家
のアドバイスを受け多様な決済手段に対

応できるマルチ決済端末の導入を決定。
この端末を店舗へ無償で貸与したほか、
決済代行業者を商店街で統一すること
で、円滑な導入を図った。また、導入勉
強会の開催やキャッシュレス機器の使い
方・決済代行業者との契約方法を説明し
たマニュアルを作成。専門家によるサ
ポート窓口も並置することで、店舗の不
安を解消した。併せて、東京都とは別に
中野区の補助金を活用し、決済手数料
の一部の補助を受けた。 
　コロナ禍により売上が落ち込む中、
キャッシュレス化に伴う費用負担が軽減
できたことで参加店舗も増えたという。 

キャッシュレス導入成功の鍵  

　それでもキャッシュレス化に乗り気で
ない店舗もまだまだ存在した。そんな店
舗には商店街役員が一店舗ごとに訪ね、
根気よく説得を重ねた。 
　「商店街が一丸となって、キャッシュレ
ス化を進めることが重要。パラパラと数
店舗ずつ導入しても、うちはまだいいや
となる。」そこで、ポスター・チラシ・ポッ
プ・のぼり旗を製作し、商店街でキャッ
シュレス決済が利用できることを大々的
にPRした。「『中野ブロードウェイでは
キャッシュレスでお買い物できますよ！』
と宣言してしまうことにより、乗り気でな
かった店舗もようやく重い腰を上げる」。 
　「自ら50年以上小売りを経験してきた
からこそ、個人商店の気持ちもわかる。
商店街の気持ちをひとつにすることで機
運も醸成され、一体感も強くなる。」と金
子事務局長は語る。 

「売り上げがアップしました」
　キャッシュレスにする前のことですけど、
レジまでいくつかの商品をお持ちになられ
たお客さんが、現金しか使えないとわかる
と、「じゃあいいです」と買わずに帰られた
ことがありました。
　キャッシュレスになってからは、「あれも
これも」とたくさんお買い上げになるお客さ
んも増えて、ずいぶん売り上げは伸びてい
ると思います。

「もうお客さんになじんでいます」
　うちは、毎日の食材である野菜や果物を
販売しています。交通系の電子マネーを
取り扱っていますが、すでに売り上げの１
割がキャッシュレス決済となっています。
生鮮品店での買い物にキャッシュレスはな
じまないのではないかという声もあるよう
ですが、そんなことはまったくないですね。
商売にキャッシュレス化は欠かせないとい
うのが実感です。

「キャッシュレス文化を定着させたい」
　中野ブロードウェイ商店街は、これまで
も、時代の流れを敏感に捉えながら、常
に新しい文化を求めてきました。キャッ
シュレス化は時代の流れですし、新しい
文化の一つと捉え、この商店街に定着さ
せていきたいと思っています。商店街が
ワンチームとなってキャッシュレス化を
推進していけるようがんばっていきたいと
思います。

　中野ブロードウェイ商店街は、1966年中野駅北口に建設された商業住宅複合ビルの中に

ある。地下1階から４階まで、現在200以上の店舗が出店する都内でも有数の規模を誇る

大型商店街だ。1980年の漫画古書店の出店をきっかけに日本屈指の「サブカルの聖地」と

なりその名を轟かせた一方で、地域密着型の店舗も共生するカオスな商店街。新しい取組に

チャレンジしているこの商店街では、いまキャッシュレス化が急ピッチで進められている。 

中野ブロードウェイ商店街振興組合 
事務局長 金子義孝さん
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 中野ブロードウェイ商店街振興組合事 例  01

● 商店街加盟店舗数： 225（令和３年３月現在）

● アクセス： JR線/東京メトロ東西線「中野駅」北口から徒歩5分

● 所在地： 中野ブロードウェイ商店街振興組合
　　　　　 〒164-0001 東京都中野区中野5-52-15

● お問い合わせ： TEL.03-3388-7004

● ホームページ： https://nakano-broadway.com/ 
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キャッシュレス導入の経緯 

　蒲田西口商店街は、駅に近接している
ため通勤・通学客が多く、交通系電子マ
ネーを所持している層が多い。ところが
チェーン店以外は電子マネーやＱＲコー
ド決済の導入が遅れており、商店街とし
ては機会損失となっていた。 
　そこで、このような潜在顧客層を取り
込むとともに、新しくキャッシュレス決済
を始める顧客を増やすことで、ビジネス
チャンスを捉えようとモデル事業に参画
した。　

もう一度
キャッシュレス商店街に  

　じつは、70年近くも前に割賦販売形
式のキャッシュレス事業を始めたことが
ある蒲田西口商店街。当時の町工場で
働く人々を中心顧客として、一時は商店
街全体で40億円をクレジットカードで
売り上げていたという。その後、事業は
中止することになったものの、キャッシュ
レスにはなじみの深い商店街といえる。 
　そんな歴史を持つ商店街だが、商店
街の高齢化も進み、個人経営の店舗を
中心に、キャッシュレスの情報や知識が
少なく導入に踏み切れない店が多かっ
た。このままでは “ウィズコロナ”社会の

流れに乗れないのではないか、という危
機感もあった。

「キャッシュレスモデル商店街」   

　振興組合では、まず、商店街の利用客
を対象としたキャッシュレス決済ニーズ
調査を専門家に依頼。ニーズに対応した
決済機器や事業者選定のアドバイスなど
を受けた。また、店舗を対象に中小企業
診断士が講師となり勉強会を開催。「新
しい生活様式」にキャッシュレス決済が
必須となっている現状などを学んだ。こ
うして土壌を整えた上で、店舗にキャッ
シュレス決済機器を導入。店舗に対して
は商店街事務所に設置した「ヘルプデス
ク」による電話対応や戸別訪問を行い、
シームレスな支援体制を敷いた。 
　来街者向けの取組としては、「キャッ
シュレス推進キャンペーン」を実施。横
断幕やフラッグで商店街のキャッシュレ
ス化を大々的にPRしたほか、キャッシュ
レス決済を新しく始めた来街者に記念
品、30,000円以上のキャッシュレス利
用者に賞品を進呈し、来街者へキャッ
シュレス決済のさらなる普及を図った。

アンケート調査の実施で
成功を確信  

　キャッシュレス化の効果を測定するた
め11月に実施した調査では、蒲田西口
商店街でキャッシュレス決済を利用した
来街者の割合が増加した。決済方法別
にみると、全てのキャッシュレス決済方
法で利用率が増加したほか、QRコード
決済の利用率は倍近く増加し、着実に取
組の成果が出ていることがわかった。 
　また、「このようなキャンペーンをもっ
とやってもらいたい」と答えた人が約8
割、「この商店街を今後も利用したい」と
答えた人に至っては9割を超えたこと
に、モデル事業の手ごたえを感じた。

商店街で利用したキャッシュレス決済は？
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「コロナ対策にもよいですね」
　現金やクレジットカードと違って、電子
マネーやQRコード決済は、取引が非接触
式で行えます。新型コロナの感染防止には
とてもよいですね。
　また、たとえばテニスボール１個や靴下
一足などの小口決済をキャッシュレスで行
うお客さんも増えています。多様な支払い
方に対応できるという点で、顧客の利便性
が増したと思います。

「１回やっちゃえば簡単」
　お客さんのほうから、「キャッシュレス
やってないの」とよく尋ねられるようになり
ました。これまでクレジットカードは取り
扱っていましたが、「時代は変わってきた
なあ」との思いが強くなりました。
　機器の操作方法など、最初はちょっと
不安だったのですが、やってみれば結構
簡単だし、決済も早いし、やってよかった
と思います。

「使えることを知ってもらう」 
　商店街でキャッシュレス決済ができるこ
とをお客様に知ってもらうため、商店街が
徹底的にアピールすることが大切だと実
感しました。
　今後もキャッシュレス化をより一層進め
て、お客様にとって便利で、「新しい生活
様式」に対応した安心な商店街にしていき
たいです。 

　松竹キネマ蒲田撮影所の開設（1920年）を契機に発展した蒲田の街。戦時中に空襲で焼け

野原となるも、戦後のヤミ市から衣料品を中心に発展、再び賑わいを取り戻す。1966年にサン

ロード、1977年にはサンライズのアーケードが完成し、「ほしいものきっと見つかる」商店街と

して幅広い年齢層が訪れる。戦後の復興期から組合主導で割賦販売を始めた歴史をもつ商店

街は、さらなる買い物のしやすさを目指し、商店街キャッシュレス導入モデル事業に挑戦した。 

アタリ

蒲田西口商店街振興組合 理事長 片山蔦栄さんマインドゲームス 森田充浩さん ケン・ビクトリー　齋藤浩二さん

店舗・商店街の声
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 蒲田西口商店街振興組合事 例  02

● 商店街加盟店舗数： 149（令和３年３月現在）

● アクセス： JR蒲田駅/東急蒲田駅から徒歩1分

● 所在地： 蒲田西口商店街振興組合
　　　　　 〒144-0051 東京都大田区西蒲田7丁目65番11号

● お問い合わせ： TEL. 03-3733-4951

● ホームページ： http://www.24kamata.or.jp/
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